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2010年 北海道“たのしい授業”講座について
　　　　　　　　　　　　　　　札幌：前崎彰宏・菱直幸

●札幌で開催　

　さて、来年1月も前崎彰宏と菱直幸が中心となって実行委員会を組織し、札幌で開きたいと思っています。よろしくお願いします。

　日程は2009年1月7日（木）～９日（土）の３日間、会場は前年と同じ茨戸の「シャトレーゼ ガトーキングダム サッポロ」です。

　今夏は同会場で「北海道“たのしい授業”フェスティバル／北海道“たのしい授業”体験講座」も開催することができました。リピーターや新しい参加者も多数みられ、ニーズの高さを再認識しています。恒例となりつつある札幌での開催を軸としながら、“たのしい授業”の裾野が広がっていくといいと思っています。

　

●会のねらいと会の名称
　20年以上続いているこの会は、状況や開催地によって差異はありますが、もはや「入門講座」か「体験講座」かという色合いを出す段階を超えていると認識しています。つまり、様々な要素を期待されている―全国的にも極めて特殊な会と言えます。

　具体的には、次のようなニーズを感じています。

　①“たのしい授業”と仮説実験授業の伝播（広める要素）
　②「仮説と関わっていたい」という参加者のニーズに応える（アフターケア的要素）
　③仲間と再会し、（精神的に）元気になって各地に帰る（同窓会的要素）
　④授業書案及びプラン検討、実践交流

　　（全道研究会的要素→会員の楽しみ、サークル的要素→各地サークルへの足がかり）

　そこで、来年の会の名称も「北海道“たのしい授業”講座」としたいと思います。

　つまりは、「元気に３学期を迎えることができる講座を行う」というのが大きなねらいとなります。


●前回の実験
　今年の１月の会では、「割引制度」を次のように設定したところ次のような結果になりました。考察を付け加えてあります。

（A）新参加者割引…41名利用
学生・臨時採用を含め教職に就いて３年以内の方。ベテラン教師でも、仮説実験授業および“たのしい授業”関係の会に初めて参加する方。（3000円引）

　新参加の方が、なんと３分の１近くという、例年にないものとなりました。これは、各地での様々な会や、実行委員の皆さんなどの地道な活動の成果だと思っています。

　また、日々の授業や子供たちとの関わりの中で、「何をどうしたらいいのかわからない」、「こんなことで困っている」という参加者の声がたくさん聞こえてきました。「確かなニーズ」というものも感じています。
（B)宿泊者割引…60名利用
会場ホテルに宿泊する場合。（2000円引）
　宿泊数は、子どもや入れ替えを含めて１日目７１名、２日目72名でした。

　宿泊の方が多くいることで、「会場費」を安く設定していただいていることを考えれば、もう少し割り引きをしてもいいのかと思います。検討事項です。

　一方、８月のフェスティバルでは、「宿泊者割引（2000円引）」のみを実施しましたが、宿泊費の高騰もあり、宿泊者数が少なく40名ほどの利用でした。これはかなりの数が実行委員であり、ほとんど効果が無かったようです。

　また、夕食バイキングや朝食の割高感も否めません。

●検討事項

　①「割引制度」は「新参加者（3000円引）」と「宿泊者（2000円引）」

　　この程度は必要かと考えています。

　②総宿泊費の割高感を解消するため、「素泊まり」や「朝食のみ」も受け付ける

　　菱の事務処理が大変になることは明白ですが、ニーズは高いと思っています。

　③講演講師

　　推薦お願いします。

　④授業書代

　　仮説社に、講座での「授業書使用料」として支払う方法があります。

　　参加者には授業書本体を渡さず、講座で使う授業書を1冊購入し、

　　「授業書本体価格×15％×人数」で計算します。

　　これだと、「財産を食い潰す」ことにはなりません。

　⑤講座日程
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　　「夜のおたのしみ講座」をゆったり2時間半！。

　　ガトキンのバスの関係から、午前の講座を10時からの2時間半枠にしてあります。

　　その分、「朝のおたのしみタイム」を設定しています。

　⑥初日に「“たのしい授業”の考え方を（概要）をミニ講演（ガイダンス）」

　　

　⑦講座のコマは最低「５コマ／回×４回＝20コマ」

　　状況によって、28コマまで増やせます。

/////要望/////

★池田毅司さん（当別高校）から

　 池田は，講座を1つ担当させていただければ嬉しいです。
　日本史関係の授業書を中心にたくさんやっているので，かなり幅広く対応できると思います。
　　↓今年度実施したもの，
　・社会にも法則はあるか　 ・日本の都道府県　 ・《日本歴史入門》
　・《えぞ地の和人とアイヌ》　 ・沖縄　・ 《生類憐みの令》
　・《世界の国旗》実施中　 ・《もめんと歴史》実施中　 ・《日本の戦争の歴史》実施中
★斎藤一郎さん（泊中）から
　要望は分子模型作りと何か講座を１つさせてもらいたいことです。
　よくやっていて，授業記録もある授業書，授業書案は
　《もし原》，〈固体と結晶〉，《ゴミと環境》，《自由電子が見えたなら》，《燃焼》です。
　この中で冬の講座にちょうど良いものをやれるといいなと思っています。
★小出雅之さん（旭川）から

　もし可能なら，授業書案〈電磁波の世界〉をやらせていただけるとウレシイです。
★永原真知さん（札幌）から
①日程は、夏の時と同様に１０：００開始がいいです。
　朝の時間がゆっくりできてよかったです。物つくりなど。
②仮説社の売り場で、「紋切型」をいくつかおいてもらえると嬉しいです。
　（「雪」「花」「昭和モダン」など）
　夏の時は興味を持った方がいて「紋切型」をおすすめしました。
　冬も「切り紙遊び」をしたいと思います。
　初参加の方は、売場で入手できるといいかなと思いました。
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